
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

１，次の英文を、以下の手順で『受動態』に書き換えなさい。 

       Ⅰ：与えられた英文の『文の構造』を明らかにする。 

       Ⅱ：上記の①→②→③の順で『受動態』に書き換える。 

       Ⅲ：このとき、②の“be 動詞”に何を使うか、注意する。（単数・複数・現在形・過去形） 

       Ⅳ：できた英文の『文の構造』を明らかにする。 

① She     reads     this  book .            （ read → read → read ） 
 

 

                                       

 

② Many   people    like   these  cakes . 
 

 

                                       

 

③ Everyone    liked    Mockey- mouse . 
 

 

                                       

 

④ Mrs. Clinton   sold   vegetables   and   fruits .    （ sell → sold → sold ） 
 

 

                                       

☆受動態の基本 

 

 

 □           He       uses     this  computer . 

 

 

 

 

 

    This  computer    is  used       by  him . 

 

 

 
※＜目的語＞（  線部分）を＜主語＞にしたときに、“文の型”と“意味”が変わり、 

“述語”は「～される」という意味になる。これを『受動態』（受け身の文）という。 

※『受動態』は、述語（  線）が“be＋過去分詞”という形になっている。 

※“過去分詞”にも「規則変化」と「不規則変化」があるので、「不規則変化」は必ず覚える。 

※「前置詞」の後ろの人称代名詞は必ず「目的格」になるので注意すること。 

受動態－１ 
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桐生進学教室では、「五文型」を

教えた後はすぐに「受動態」に入

ります。 

それは、英文法を｢単語｣→｢品詞｣ 

→｢単文＝文型｣→「句＝不定詞」

→｢複文＝節｣というように独自

の指導体系に基づいて教えてい

るからです。 

その指導方法で効果があるのか

どうかは、この塾の進学実績が示

してくれています。 


